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経済成長を安定的に持続させていくためには、テクノロジーの進化、政治体制や経済政策の
改善・向上に加え、社会インフラの拡充といった“成長の土台（経済基盤）”の整備が重要な
役割を果たします。このため、急速な経済発展を遂げつつある成長国＊１では、近年様々な
インフラ計画が進行中です。

例えば中国では、２０１２年９月上旬に中国国家発展改革委員会が、地下鉄や高速道路など
のインフラ整備に約１兆元（約１２.５兆円）規模の公共投資を認可しました。これを受けて
規制当局も銀行に対し、鉄道や高速道路整備をはじめとする主要プロジェクトへの融資拡大を
指示し、インフラ計画が活発化しています。

また、２０１４年のサッカー・ワールドカップと２０１６年のオリンピック開催を控えた
ブラジルでも、インフラ計画に注目が集まっていますが、現在、各所で進行している高速道路
や鉄道、エネルギー関連事業などの約６３兆円＊２に及ぶ大規模なインフラ整備は、広大な国土
を持つブラジルにとって、経済発展を進めるためにもともと必要な取り組みといえます。持続
的な経済成長に歩みを進めるブラジルにとって、こうしたイベント関連事業への投資額は計画
全体の一部にしか過ぎないのです。

このようにインフラ投資が進展し 産業の生産性が高まることで 成長国の経済成長は今後このようにインフラ投資が進展し、産業の生産性が高まることで、成長国の経済成長は今後
さらに加速すると予想されています。

＊１｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

＊２「第二次経済成長加速化計画：PAC2」における投資予定額。2012年10月24日現在1レアル＝39.5円で円換算。
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